
長浜市生活支援活動の紹介

生活支援コーディネーター
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サービス・
活動

めざすもの

対象

要介護状態にならない
介護予防

要介護予備群

身体・精神機能の向上

介護予防サービス

すべての高齢者

社 会 参 加
出番・生きがいづくり

居場所・
つどいの場・支え合い

地域で暮らし続けるための
支えあい

これまでの
介護予防の姿

これからの
介護予防の姿

「改正介護保険における「新しい地域支援事業」の生活支援Ｃと協議体」より

日本の「福祉」を取り巻く考え方の変化

介護保険の視点は「地域づくり」へ
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地
域
活
動

身体

社会精神

制
度
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「地域活動」と「制度・サービス」の

両輪が必要
3

日本の「福祉」を取り巻く考え方の変化



（互いに認め合い、励まし合う関係づくり）

あいさつ・おしゃべり
（近所づきあい、日常的な対話と交流）

（見守り活動ことはじめ）

（居場所づくり.交流の場づくり.出番づくり、健康づくり）

何かのついでに安否確認

サロン活動、転倒予防教室

見守り活動

（暮らしの支え合い）

日常的な生活支援・介護予防の取り組み

フ
ォ
ー
マ
ル
な
資
源

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
資
源

自
然
な
お
付
き
合
い

制度を活用したサービス

（介護保険制度など）

地
域
の
プ
ロ

支
援
の
プ
ロ

人と人との

つながりの

「根」

人と人との

つながりの

「幹」

人と人との

つながりの

「繁茂」

介護保険の視点は「地域づくり」へ



生活支援コーディネーターの役割とは

高齢者に必要な生活支援等サービスの提供体制を構築
するため

◆多様な日常生活上の支援体制の充実及び強化
◆高齢者の社会参加などの支えあい活動の推進

地域住民、関係機関と連携し、

◆地域に不足するサービスの創出、担い手養成等資源開発
◆関係者間の情報共有等を目的としたネットワーク構築
◆地域ニーズの把握やサービス提供主体の活動マッチング

目的

内容
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①地域福祉の推進
◆地域におけるネットワークの構築と強化 ◆地域福祉の啓発
◆介護予防・日常生活支援の担い手育成 ◆地域共生社会の構築

②社会参加の促進
◆高齢者組織の支援 ◆退職シニア人材のマッチング

③地域包括ケアシステムの推進（生活支援体制整備事業の充実）
◆協議体の設置と運営 ◆地域ケア会議の推進
◆ICTの利活用 ◆安全で安心して暮らせるまちづくりの充実

④健康づくり・介護予防と自立生活支援の推進
◆健康づくり・介護予防の取組みへの支援
◆一般介護予防事業の推進 ◆在宅福祉サービス

⑤介護・福祉人材の確保・定着・育成
⑥認知症施策の推進
◆認知症に関する理解促進 ◆認知症のある人の介護者への支援
◆「認知症バリアフリー」の推進

⑦介護サービス等の確保・推進
「７つの施策」に沿った
生活支援活動の取組み

第８期ゴールドプランながはま２１



自治会域
425

連合自治会域
35

地区域
（地区社協域）
15

日常生活圏域
5

市域
1

8

地域コミュニティの階層



見守り活動の推進

◆自治会を中心とした近隣住民同士による支えあい活動
◆住民同士の関係性が希薄化する中、「命のバトン」や「防災・福祉
マップ」を介することで、機能的な見守り活動の体制が構築され、
それによって住民間のコミュニケーションが発生しています

◆令和４年度は「避難支援・見守り支えあい制度登録」に福祉専門
職（ケアマネージャー、しょうがい計画相談員）が関わるモデル取
組みも推進され、いざという時の対応などがより具体的に想定さ
れました

地域福祉の推進

地域包括ケアシステムの推進
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施策1

施策３

支えあい助けあい活動の推進 自治会域



見守り活動の推進
命のバトン ３11/42５自治会（７３.１％）

福祉委員  228/42５自治会（５３.６%）

防災・福祉マップ 132/42５自治会（３１.０%）

見守り会議  52/42５自治会（１２.２%）

地域福祉の推進

地域包括ケアシステムの推進
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施策1

施策３

支えあい助けあい活動の推進 自治会域



地域共生社会の構築、専門職との連携
「暮らしの支えあい検討会」（第２層協議体）の推進

①地域の様々な困りごとを受け止め、共有する場
②困りごとの解決に向けた「仕組み」を検討する場
③住民と専門職の連携を深める場

◆「暮らしの相談窓口」や「生活支援V活動」との連携も

地域福祉の推進

地域包括ケアシステムの推進
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施策1

施策3

支えあい助けあい活動の推進 地区域



地域共生社会の構築、専門職との連携

◆生活支援Ｖ団体の立上げの検討、フレイル予防活動の展開など、
地域課題に合わせた活動が検討、企画、実施されています

◆取り組み開始から６年目となり、８３取組みが検討話題として取り
上げられています

地域福祉の推進

地域包括ケアシステムの推進
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施策1

施策3

支えあい助けあい活動の推進 地区域



生活支援ボランティア活動
市内８団体が活動（長浜、六荘、西黒田、神田、下草野、虎姫、余呉、西浅井）

令和３年度延活動件数：６０２件
◆活動例：買い物支援活動、家屋の整理・清掃活動

除雪、畑作業手伝い、除草作業、通院付添い
お弁当配食 など

社会参加の促進

健康づくり・介護予防と自立生活支援の推進
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施策2

施策４

支えあい助けあい活動の推進 地区域



生活支援ボランティア活動

◆取り組み開始から継続的に団体数、活動件数、延べ活動者数は
増加しています。コロナ禍においても活動は伸びており、日常的な
生活に対する支援となっていることが伺えます

社会参加の促進

健康づくり・介護予防と自立生活支援の推進
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施策2

施策４

支えあい助けあい活動の推進 地区域



サロン活動・転倒予防教室の推進
サロン活動 ２６４/42５自治会（６２.１％）

転倒予防教室 1５４/42５自治会（3６.２%）

◆居場所づくり、役割づくり、健康づくりの社会参加機能
◆自治会域の福祉活動の基盤（つながりづくり、見守り活動など）

◆新しい世代に合わせた居場所づくり推進

社会参加の促進

健康づくり・介護予防と自立生活支援の推進

施策２

施策４
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支えあい助けあい活動の推進 自治会域



サロン活動・転倒予防教室の推進

◆自治会の規模によってはエリアごとに、また、年齢層を分けるなど、
参加者に合わせたサロン活動の立上げも進んでいます

社会参加の促進

健康づくり・介護予防と自立生活支援の推進

施策２

施策４

16

支えあい助けあい活動の推進 自治会域



福祉活動の重要性の周知と地域活動者の養成に向けた
連続講座の開催

◆入門編：福祉委員、自治会役員等を対象に、地域活動
の楽しさややりがいについて周知啓発

◆活動編：地域活動者や今後の担い手候補者を対象に、
地域課題の発見と今後の活動について意見交換

生活支援の担い手養成
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活動 生活支援活動者の育成施策1

支えあい助けあい活動の推進 市・地区域



支えあい活動の情報発信・啓発活動

◆長浜市支えあいの地域づくり通信（２回/年）
◆市社協広報紙・地区社協広報誌で活動紹介
◆サロン情報誌（6回/年）
◆出前講座等の実施（市・地区域）
◆SNSや各種メディアへ掲載

地域福祉の推進施策1
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支えあい助けあい活動の推進 市・地区域



コロナ禍で懸念されているフレイルについて、起業と連携し
た啓発活動や予防活動の推進

◆市民が多く訪れるアルプラザ長浜店を会場に、専門職
が連携し啓発・予防活動の実施

◆定期的（１回/月）な開催により継続した意識向上の
働きかけ
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支えあい助けあい活動の推進 企業との連携

地域福祉の推進施策1



日常生活に必要不可欠な買い物支援の推進

◆生活協同組合コープしがと買い物に困窮している地域
（余呉、上草野）との協定を締結

◆「あったか便」による移動店舗の実施と、地元住民によ
る見守り活動の推進（運航日：月～金）

20

支えあい助けあい活動の推進 企業との連携

地域福祉の推進施策1



◆馴染みの人とのおしゃべりが元気のもと。気楽に集まれる
場所があるのが嬉しい。

◆認知症の親戚が心配なので、地区で見守りをしてもらえ
ると、とても心強い。

◆具合が悪くなった時にすぐ対応してもらい、病院まで送迎
してもらってありがたかった。ひとり暮らしで不安はあるが、
身近な人が助けてくれるので安心して頼むことができる。

◆買い物のついでに寄れる場所で健康チェックをしてもらえ
ると、参加しやすい。自分の意識が少し変わり、普段の生
活でも健康に気をつけるようになった。

◆定年退職し、何かしたいと思っていた。仲間と一緒に活動
し、これからも楽しく健康に生活していきたい。
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住民の声

成果と課題



◆生活支援活動の創出
・生活支援ボランティア団体の創出（市内８／１５地区）
・企業等との連携による高齢者の社会参加の機会創出
・関係機関と地域住民との顔の見える関係づくりをとおした見守り
体制の構築
・フレイル予防や健康づくりの啓発をとおした介護予防の取組み

◆主体的に生活支援活動に参加・参画できる仕組み
・市域・地区域・自治会域など活動圏域に合わせた活動展開
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成果

成果と課題
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成果と課題

◆人材（参加・参画）の課題
・あて職役員、単年度役員が多く、前例踏襲の事業実施になる
・役員（運営者）の後継者がない
・ある程度の時間的余裕のある活動者は高齢者が多いことから
活動期間が長くなく、常時の人材育成、活動創出が必要

◆地域課題解決に向けた主体性づくり
・「自分たちの地域は自分たちでつくる」意識が低下している
・情報発信などを行っているが「見たことない」という声
・研修会や懇談会などは参加者が固定化

◆活動を取り巻く課題
・活動財源の不足、助成金は手続きが負担で申請がそう多くない
・活動に使用する物品の手配（送迎活動に使用する車両など）
・（特にサロン活動では）男性の参加者が少ない
→地域共生など、ほかの取組みとも連携した課題解決に取り組む

課題



生活支援に取り組む人材を育成する講座を開催します

◆地域福祉講演会
日時：令和５年７月１７日（月・祝）

①１０:００～②１３：３０～
内容：講演「福祉活動の楽しさ・やりがいとは」

講師：田川雅規さん（あそびの工房もくもく屋）

◆地域福祉塾
日時：①令和５年８月２日（水）１３:３０～

②令和５年９月６日（水）１３:３０～
内容：①「地域福祉の現状について」

②「自分がやりたい・できる地域活動について」
講師：酒井保さん（全国ＣＬＣ、ご近所福祉クリエイター）
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令和５年度の取組み

生活支援人材の育成計画



生活支援に取り組む団体の創出と活動支援に取組みます

◆生活支援ボランティア団体の創出
・しょうがいや、様々な生きづらさを抱える人たちによる生活支援
団体の立上げ
・利用者の「ありがとう」を、生きづらさを抱える人の「自己肯定」に

◆生活支援ボランティア団体研修会・交流会
・研修機会と横のつながりをつくる場の開催（２回／年）
・団体同士の情報交換や交流の促進
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令和５年度の取組み

生活支援ボランティア団体の創出と活動支援計画



企業と連携した生活支援活動の推進

◆音楽を活用した“楽しい”介護予防活動の推進
・イケダ光音堂と連携し、ヤマハプログラムを活用した介護予防
プログラムの開発
・「リズム体操」、「口腔ケアプログラム」の開発

◆商業施設を活用した啓発活動
・平和堂アルプラザ長浜店、イオン長浜店の交流スペースを活用
した啓発活動の実施

◆移動店舗と連携した地域の活性化
・生活協同組合コープしがの移動店舗を活用した、①日常生活
支援、②交流・社会参加促進、③見守り活動促による地域の活
性化のため、地域との協議の場の開催、取組みの企画と実施
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令和５年度の取組み

企業との連携促進計画


